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研究背景

数値シミュレーションで効果的な流木災害対策を立案

治山ダムの流木捕捉量予測ツールの開発

山地災害に伴い発生する流木の治
山施設による捕捉量を予測する数値
シミュレーションツールを開発しま
した。
この予測ツールが全国的に利用さ

れることで、効果的な流木災害対策
の立案が可能となり、流木災害の防
止・軽減に貢献します。

令和元年度～
令和５年度

流木災害防止・被害軽減技術の開発

治山ダムによる流木対策のイメージ平成２９年７月九州北部豪雨の状況

共同研究機関：北海道立総合研究機構、京都府立大学、株式会社建設技術研究所、東京大学、広島大学
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Ⅳ．研究成果概要

近年発生している激甚な流木災害における効果的な対策の１つとして、
発生した流木を捕捉するための流木捕捉式治山ダムが挙げられます。しか
し、山地河川で発生する流木の挙動が複雑で予測が困難であることが、治
山ダムを効果的に整備するための課題になっていました。
このため、治山ダムによる流木の捕捉機構を解明し、その機構を活用し

流木捕捉量を予測する手法の開発に取り組みました。

森林研究・整備機構



主要な成果

流木捕捉率
・実験：約10%
・計算：12.9%

流木捕捉率
・実験：約35%
・計算：38.7%

流木を分散して流下させた場合

流木を先端部に集積させた場合

流域面積と流木発生量の関係から予測ツールで
シミュレーションする流木量を設定

治山ダムによる流木捕捉率を高精度に
再現可能な粒子法モデル

渓流に設置された治山ダムの種類の違
いによる流木捕捉量の違いを予測可能

問合せ先 農林水産技術会議事務局研究開発官（基礎・基盤、環境）室 03-6744-2216

崩壊面積や流域面積から、発生
する土砂量や流木量を推定する
経験式を開発

流木捕捉量の予測を行う際
に必要となる土砂量や流木
量の正確な予測が可能

土砂量・流木量や流下の条件を
もとにした治山ダムによる捕捉
を再現する粒子法モデルを開発

ツールによる流木捕捉量の
予測を行う際に必要となる
治山ダムの種類ごとの流木
捕捉率の高精度な予測が可
能

河川の流域形状に応じて治山ダ
ムの流木捕捉量を予測するツー
ルを開発

治山ダムの種類や整備箇所
に対応した流木捕捉量の予
測が可能となり、治山ダム
の整備計画の立案に貢献

流木が土石流中に分散している場合

流木が土石流の先端部に集積している場合

不透過型（通
常式）ダム

透過型（流木
捕捉式）ダム

ダム
無設置

流れの
方向

流木堆積量

少ない

多い

流木流出量
が46%減少

流木流出量
が18%減少

下流側

流木の捕捉
ツール活用に必要な専門的な知識を学ぶための
研修を受けることが出来ます。
https://www.ffpri.affrc.go.jp/service/kenshuu.html

https://www.ffpri.affrc.go.jp/service/kenshuu.html
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